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国保制度改善強化全国大会
11月19日　有楽町朝日ホール

　
国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
9
団
体
は
11
月
19
日
、
千
代
田
区
の
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
標
記
大

会
を
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
措
置
を
取
り
人
数
を
絞
っ
た
う
え
で

実
施
し
、
全
国
か
ら
自
治
体
の
首
長
、
都
道
府
県
関
係
者
の
他
、
与
野
党
の
国
会
議
員
が
参
集
し
た
。

　
大
会
で
は
、
国
保
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
財
政
支
援
の
充
実
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
国
保
運
営
と
医
療
提
供
体
制
に
対
す
る
支
援
、
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
次
期
更
改
や
運
用
へ
の
財
政
措
置
な
ど
11
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、決
議
の
実
現
に
向
け
、政
党
や
政
府
関
係
者
に
対
し
て
陳
情
活
動
を
展
開
し
た
。

決
　
　
　
　
　
　
議

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る

こ
と

一
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の

確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者
努

力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適

切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

一
、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
に
お
け
る

所
得
調
整
機
能
は
、
今
後
も
堅
持
し
、
見
直
し
を

行
わ
な
い
こ
と

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く

中
で
、
国
保
制
度
の
運
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
・
保
健
・
介
護
の
人
材
及
び
公
立
病
院

等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
自

治
体
及
び
国
保
連
合
会
に
対
し
て
十
分
な
支
援
措

置
を
講
じ
る
こ
と

一
、
後
期
高
齢
者
の
2
割
負
担
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
制
度
改
正
の
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
丁
寧
な

周
知
を
行
う
こ
と

一
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に

係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
全
廃
及
び
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
保
険
料（
税
）の
軽
減
制
度
の
拡

充
を
行
う
こ
と

一
、
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論

に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
こ
と

一
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や
運
用
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必

要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

一
、
国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
に
向
け
て
、
K
D
B

シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
シ

ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
財
政
支
援
を
は
じ
め
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す

る
こ
と
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財
政
基
盤
を
強
化
し
、
財
政
支
援
の
拡
充
を

　
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
岡
﨑
会
長
は
、「
国
保
加

入
者
の
年
齢
構
成
が
高
い
こ
と
で
医
療
費
の
水
準
が

高
い
こ
と
な
ど
構
造
的
な
問
題
に
よ
り
、
運
営
は
極

め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
財
政
支
援

の
拡
充
に
よ
っ
て
国
保
財
政
の
基
盤
強
化
を
図
り
、

関
係
者
の
尽
力
と
被
保
険
者
の
理
解
で
順
調
に
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
費
や
低
所
得
者
の
増
加
に
よ

る
国
保
の
構
造
的
な
問
題
は
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
保
険
料
減
免
の
増

加
な
ど
事
業
運
営
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
我
々
国
保
関
係
者
は
保
険
者
機
能
を
発

揮
し
、
引
き
続
き
全
力
で
事
業
運
営
に
努
力
し
て
い

く
所
存
だ
が
、
国
保
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
国
も
重
要
な
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
毎
年
3
4
0
0
億
円
の
公
費

投
入
を
確
実
に
実
施
し
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度

が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
財
政
支
援
の
拡
充
を

講
じ
る
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
く
中
で
、
医
療
・
保
健
・
介
護
の
人

材
及
び
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
で

き
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
及
び
国
保
連
合
会
に
十

分
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
、
国
に
対
し

そ
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
く
」
と
し
、
参
集
し

た
国
保
関
係
者
へ
賛
同
を
求
め
た
。

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の

次
期
更
改
の
財
政
措
置
を
要
請

　
採
択
し
た
11
項
目
の
決
議
に
は
、「
医
療
保
険

制
度
一
本
化
の
早
期
実
現
」「
公
費
投
入
の
確
実

な
実
施
」「
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営

を
確
保
す
る
こ
と
」
の
他
、
新
た
に
「
国
保
総
合

シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や
運
用
に
当
た
っ
て
の
財

政
措
置
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
な
お
、大
会
終
了
後
に
は
、全
国
の
市
町
村
長
ら

が
政
党
や
政
府
関
係
者
に
陳
情
活
動
を
展
開
し
た
。

国民健康保険中央会会長
（高知県高知市長）
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